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事 務 連 絡 

令和３年４月１日 

 

   都 道府 県  

各  保健所設置市   衛生主管部（局） 御中 

   特 別 区  

 

厚生労働省新型コロナウイルス感染症 

対策推進本部 

 

新型コロナウイルス感染者等情報把握・管理支援システム（HER-SYS） 

データを活用した「保健所単位での人口１０万人当たりの感染状況」 

等に係る情報の政府会議資料への活用について 

 

HER-SYS への入力については、平素より格別の御理解・御協力を賜り、厚く御礼申

し上げます。 

 昨今、我が国においても、変異株のクラスターが複数報告され、海外とのつながり

がない事例も継続的に確認されるなど、変異株を含む新型コロナウイルス感染症の発

生状況を把握し、いち早く対策に繋げることが非常に重要になっております。 

 また、まん延防止等重点措置の適用に係る評価等のためには、地域の感染状況をよ

りきめ細かく分析していくことが必要です。 

既に御連絡しているとおり、厚生労働省においては、HER-SYS データ（都道府県単

位）を「新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリー・ボード」の資料としてお示

しし、専門的見地からの議論等に活用いただいておりますが、今後は、地域ごとの感

染状況等をきめ細かく分析・評価し、より深い議論に御活用いただくため、例えば、

「保健所単位での人口１０万人当たりの感染状況」等に関する情報も資料としてお示

しする予定です。（資料のイメージは次項（参考１）をご覧下さい。） 

 つきましては、各自治体の担当者の皆様にもあらかじめ御連絡いたしますとともに、

以上の取扱いについて御不明な点等がございましたら、４月５日（月）１２時までに

下記担当まで御連絡いただきますよう、お願いいたします。 

 なお、これらのデータについては、アドバイザリー・ボード以外の政府会議資料に

も活用される可能性があること、また、保健所単位の陽性者数自体は、現時点で資料

として活用することを想定しておらず、あくまでも人口対比等で相対化したものを活

用することを想定していることを併せて申し添えます。 

 

（※）アドバイザリー・ボードの資料は厚生労働省ホームページで公表しております

ので、適宜御参照ください。 

 

 

 

 

（担当） 

厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部 保健班 

電話：０３（５２５３）１１１１（内線８０８２／８０８３） 
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（参考１）資料のイメージ 

 

 

 

 

 ※ ○○県の地形に応じたマッピングを行うイメージ 
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（参考２）第２８回新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード（令和３

年３月３１日）資料２より抜粋 

 

 

 

  

＜
感
染
状
況
に
つ
い
て
＞

・
全
国
の
新
規
感
染
者
数
は
、
報
告
日
ベ
ー
ス
で
は
、
３
月
上
旬
以
降
増
加
が
続
い
て
お
り
、
直
近
の
１
週
間
で
は
10
万
人
あ
た
り
約
1
0人
と

な
っ
て
お
り
、
改
め
て
減
少
傾
向
と
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

実
効
再
生
産
数
：
全
国
的
に
は
、
１
月
上
旬
以
降
１
を
下
回
っ
て
い
た
が
、
２
月
下
旬
以
降
１
を
超
え
て
お
り
、
直
近
（
3/
14
時
点
）
で
1.
06
と
な
っ
て
い
る
。
同
時

点
で
１
都
３
県
、
愛
知
・
岐
阜
、
福
岡
で
は
１
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
大
阪
・
兵
庫
・
京
都
で
は
１
を
上
回
る
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

・
英
国
、
南
ア
フ
リ
カ
等
で
確
認
さ
れ
そ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
N
5
01
Y
の
変
異
の
あ
る
変
異
株
（V
O
C
）
は
、
現
状
よ
り
急
速
に
拡
大
す
る
リ
ス

ク
が
高
い
。
自
治
体
に
よ
る
積
極
的
疫
学
調
査
が
行
わ
れ
る
中
で
、
変
異
株
の
感
染
者
の
増
加
傾
向
が
続
き
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
も
継
続
。

【
地
域
の
動
向
】
※
新
規
感
染
者
数
の
数
値
は
、
報
告
日
ベ
ー
ス
の
直
近
１
週
間
合
計
の
対
人
口
10
万
人
の
値

①
首
都
圏
（
１
都
３
県
）
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
か
ら
約
１
週
間
が
経
過
。
東
京
で
は
、
新
規
感
染
者
数
は
３
月
中
旬
以
降
増
加
が
続
き
、
約
18
人
と
な
っ
て
い
る
。
神

奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
は
、
横
ば
い
傾
向
で
、
新
規
感
染
者
数
は
そ
れ
ぞ
れ
、
約
８
人
、
約
1
1
人
、
約
1
2
人
。
医
療
提
供
体
制
の
負
荷
の
軽
減
が
見
ら
れ
て
き
た
が
、

東
京
で
は
、
３
月
中
旬
以
降
そ
れ
ま
で
減
少
し
て
き
た
入
院
者
数
が
増
加
に
転
じ
た
。

②
関
西
圏
・
中
京
圏
・
九
州

緊
急
事
態
措
置
の
解
除
か
ら
約
４
週
間
が
経
過
。
人
流
の
増
加
に
伴
い
、
大
阪
、
兵
庫
で
は
３
月
中
旬
以
降
増
加
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

奈
良
、
和
歌
山
で
も
３
月
下
旬
以
降
大
き
く
増
加
。
愛
知
・
岐
阜
で
も
３
月
下
旬
以
降
増
加
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
福
岡
は
横
ば
い
か
ら
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
い

る
。
特
に
大
阪
で
は
、
新
規
感
染
者
数
も
約
25
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
関
西
で
は
変
異
株
の
報
告
が
増
加
し
て
い
る
。
医
療
提
供
体
制
の
負
荷
の
軽
減
が
見

ら
れ
て
き
た
が
、
新
規
感
染
者
数
の
増
加
に
伴
い
、
特
に
兵
庫
県
で
は
、
病
床
使
用
率
が
上
昇
し
て
お
り
、
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

③
上
記
以
外
の
地
域

宮
城
で
は
３
月
上
旬
か
ら
、
山
形
で
は
３
月
中
旬
よ
り
感
染
が
急
速
に
拡
大
。
新
規
感
染
者
数
が
、
そ
れ
ぞ
れ
約
4
1
人
、
約
2
2
人
と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
5
0
代
未
満
が
中
心
で
あ
る
が
、
入
院
者
数
も
増
加
。
沖
縄
で
も
３
月
上
旬
以
降
感
染
が
増
加
し
、
３
月
中
下
旬
に
大
き
く
増
加
。
新
規
感
染
者
数
が
約

36
人
と
な
っ
て
い
る
。
人
流
は
増
加
傾
向
で
、
感
染
者
は
2
0
-5
0
代
が
多
い
も
の
の
、
入
院
者
数
も
増
加
。
愛
媛
で
は
、
接
待
を
伴
う
飲
食
店
関
係
の
ク
ラ
ス
タ
ー

に
よ
り
、
３
月
下
旬
以
降
新
規
感
染
者
数
が
大
き
く
増
加
し
、
約
17
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
等
に
よ
り
感
染
者
数
が
増
加
す
る
地
域
が

生
じ
て
い
る
。

＜
感
染
状
況
の
分
析
＞

•
関
西
圏
で
の
感
染
拡
大
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
。
先
行
し
て
緊
急
事
態
措
置
が
解
除
さ
れ
た
大
阪
・
兵
庫
で
再
拡
大
が
起
こ
り
、
特
に
大
阪
は
宣

言
解
除
後
か
ら
夜
間
滞
留
人
口
の
増
加
が
続
き
、
20
-
30
代
の
感
染
者
が
増
加
。
多
数
の
感
染
者
数
が
発
生
し
て
い
る
中
で
、
変
異
株
の
報

告
も
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
感
染
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
人
の
移
動
に
伴
う
変
異
株
の
他
地
域
へ
の
流
出
を
出
来
る
だ
け
防
ぐ
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

•
首
都
圏
で
は
、
１
都
３
県
全
体
で
見
る
と
微
増
傾
向
だ
が
、
東
京
で
も
宣
言
解
除
の
2週
間
前
よ
り
2
0時
以
降
の
夜
間
滞
留
人
口
が
増
加
し
、

解
除
後
さ
ら
に
急
増
。
若
年
層
の
感
染
者
の
割
合
も
高
く
、
今
後
の
感
染
急
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。
首
都
圏
は
、
感
染
源
や
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発

生
場
所
が
多
様
化
（
大
人
数
の
宴
会
や
日
中
の
会
食
な
ど
）
し
、
感
染
者
数
も
多
く
、
匿
名
性
が
高
い
た
め
、
感
染
経
路
が
不
明
な
例
も
多
い
。

•
宮
城
、
山
形
、
沖
縄
で
は
、
若
年
〜
中
年
層
を
中
心
と
し
た
感
染
拡
大
が
見
ら
れ
る
。
３
県
と
も
実
効
再
生
産
数
が
1
以
上
を
継
続
し
て
お
り
、

今
後
も
感
染
拡
大
が
続
く
懸
念
が
あ
る
。
各
県
独
自
の
対
策
は
と
ら
れ
て
お
り
、
宮
城
で
は
人
流
の
低
下
も
見
ら
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
今
後

の
推
移
に
留
意
が
必
要
。

•
一
部
地
域
で
は
、
変
異
株
の
割
合
の
高
ま
り
が
懸
念
さ
れ
、
急
速
な
感
染
拡
大
や
既
存
株
と
比
べ
感
染
性
の
高
さ
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

直
近
の
感
染
状
況
の
評
価
等
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直
近
の
感
染
状
況
の
評
価
等

＜
必
要
な
対
策
＞

•
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
が
、
大
都
市
圏
で
は
関
西
で
感
染
が
再
拡
大
し
、
東
京
で
も
新
規
感
染
者
数
の
増
加
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、

今
般
の
緊
急
事
態
措
置
区
域
以
外
の
地
域
で
も
、
宮
城
・山
形
、
沖
縄
で
感
染
者
が
急
増
し
て
い
る
。
感
染
が
増
加
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て

は
、
効
果
的
な
感
染
抑
制
の
た
め
の
取
組
が
必
要
。
飲
食
店
に
対
す
る
適
切
な
時
短
要
請
や
外
出
自
粛
要
請
、
検
査
を
遅
滞
な
く
実
施
で
き

る
体
制
の
拡
充
、
濃
厚
接
触
者
お
よ
び
感
染
源
の
迅
速
な
調
査
な
ど
の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
、
更
な
る
感
染
拡
大
に
対
応
す
る

た
め
の
医
療
提
供
体
制
や
公
衆
衛
生
体
制
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
国
か
ら
も
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
。
す
で
に
、
一
部
地
域
で
は

入
院
調
整
の
遅
延
が
生
じ
て
お
り
、
早
急
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

•
特
に
、
大
都
市
圏
は
、
人
口
が
多
く
、
感
染
が
継
続
し
た
場
合
の
他
地
域
へ
の
影
響
も
大
き
い
。
大
阪
で
は
、
多
数
の
感
染
者
数
が
発
生
し
て

い
る
中
で
変
異
株
の
報
告
も
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
感
染
拡
大
が
予
想
さ
れ
、
速
や
か
に
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

東
京
で
も
増
加
が
継
続
し
て
お
り
、
今
後
の
動
き
が
懸
念
さ
れ
、
首
都
圏
で
も
感
染
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

•
一
方
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
感
染
拡
大
が
無
か
っ
た
地
域
で
も
、
急
速
な
感
染
拡
大
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
に
感
染
拡
大
が
生
じ
た
場

合
を
想
定
し
て
、
相
談
・
検
査
体
制
、
病
床
・
宿
泊
療
養
施
設
の
確
保
、
自
宅
療
養
含
め
た
調
整
体
制
、
全
庁
的
な
応
援
態
勢
の
確
保
、
都
道

府
県
と
保
健
所
設
置
市
の
連
携
体
制
等
必
要
な
準
備
が
出
来
て
い
る
か
、
改
め
て
確
認
し
、
新
た
な
感
染
拡
大
へ
備
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
。

•
年
度
初
め
に
関
し
て
は
、
入
社
や
入
学
の
際
に
、
人
の
移
動
・研
修
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
引
き
続
き
昼
カ
ラ
オ
ケ
、
接
客
を
伴
う
物
販
な

ど
高
齢
者
が
集
ま
る
場
面
や
日
中
も
含
め
た
長
時
間
の
会
食
に
は
注
意
喚
起
が
必
要
。
新
た
な
感
染
拡
大
の
動
き
が
見
ら
れ
て
お
り
、
年
度

替
わ
り
に
伴
い
移
動
さ
れ
た
方
も
含
め
、
３
密
な
ど
人
が
集
ま
る
機
会
を
避
け
、
年
度
初
め
の
恒
例
行
事
（歓
送
迎
会
、
お
花
見
）
な
ど
に
伴
う

宴
会
（
特
に
、
普
段
会
わ
な
い
方
と
の
宴
会
等
）は
避
け
て
い
た
だ
く
な
ど
危
機
感
を
共
有
で
き
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
が
必
要
。

•
N
5
01
Yに
変
異
の
あ
る
変
異
株
に
つ
い
て
は
、
そ
の
影
響
が
よ
り
大
き
く
な
っ
て
く
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
影
響
を
抑
え
る
た
め
の
対
応
が
必
要
。

こ
の
た
め
、
先
日
示
さ
れ
た
変
異
株
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
踏
ま
え
、
①
水
際
措
置
の
強
化
の
継
続
、
②
国
内
の
変
異
株
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
体

制
の
早
急
な
強
化
、
③
変
異
株
感
染
者
の
早
期
検
知
、
積
極
的
疫
学
調
査
に
よ
る
濃
厚
接
触
者
お
よ
び
感
染
源
の
特
定
や
速
や
か
な
拡
大

防
止
策
、
④
変
異
株
の
感
染
性
や
病
原
性
等
の
疫
学
情
報
に
つ
い
て
の
評
価
・分
析
（N
50
1Y
変
異
以
外
の
E
48
4K
な
ど
の
変
異
を
有
す
る

変
異
株
に
つ
い
て
も
実
態
把
握
を
継
続
）
と
正
確
な
情
報
の
発
信
、
⑤
検
体
や
臨
床
情
報
等
の
一
体
的
収
集
・
解
析
等
の
研
究
開
発
等
の
推

進
が
必
要
。
併
せ
て
、
変
異
株
に
関
す
る
入
院
時
の
扱
い
や
退
院
基
準
等
医
療
提
供
体
制
や
公
衆
衛
生
体
制
で
の
取
組
の
在
り
方
に
つ
い

て
早
急
に
検
討
が
必
要
。

•
こ
う
し
た
取
組
を
進
め
る
た
め
に
も
、
併
せ
て
、
各
地
の
感
染
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
H
er
-
S
ys
等
も
活
用
し
た
都
道
府
県
内
で
の
感

染
状
況
の
見
え
る
化
に
向
け
た
取
組
が
必
要
。


